
様式１ 

県立緑岡学校【総合的な探究の時間計画】（令和８年度） 

 

学校の教育目標 

Ⅰ 生徒の主体性を引き出すカリキュラム開発と授業改善 

Ⅱ 生徒の自己実現のための進路指導と進路選択の充実 

Ⅲ アントレプレナーシップに基づく自己指導力の向上 

Ⅳ ＳＳＨ事業、国際交流事業及び社会貢献活動の推進 

Ⅴ 働き方改革の実践及び、教職員の教育力の一層の向上 

 

総合的な探究の時間の評価 

目標と育成する資質・能力 学習評価 配慮を必要とする生徒への支援方法 

⑴科学技術と生命、環境と社会、人間

の存在や平等・公正・幸福等について

考える探究活動を通して、社会におけ

る問題の存在に気付き、多元的な問題

解決の視点や方法について考える力

を育てる。 

 

⑵国際社会に存在する問題に自分自

身との関わりを見出し、自ら課題を設

定し情報を処理し、論理的に整理し表

現する力を育てる。 

 

⑶普遍的に人間の尊厳が尊重される

社会を社会の一員として目指し、持続

可能な社会の 17の目標実現を意識し

て生活する意識や態度を育てる。 

⑴自主的・主体的に問題解決

に向けて調べ、考えを深める

ことが出来たか。 

 

⑵探究の過程を理解するとと

もに課題解決の手法や相互理

解の方法を身につけたか。 

 

⑶課題に対して根拠に基づい

て考えを深め、論理的にまと

めていくことができたか。 

 

⑷自らが探究してきたことを

ポスターやレポートにまとめ

他者にわかりやすく伝える 

ことができたか。 

 

⑸他者の考えを聞き、疑問に

思ったことを質問することが

できたか。 

 

⑹客観的な視点を養い、自己

の関心や適性に応じて、主体

的に社会に参加し、目標を 

達成するために自ら行動する

ことが出来たか。 

⑴校内での情報の共有化 

⑵個別の支援計画の制作 

 



様式１ 

各学年における主な取組内容  

「総合的な探究の時間」を課題研究等で代替している場合の科目名（理数探究） 

学年 主たる探究課題及び学習活動 外部との連携 育成を目指す生徒像 

 

１年 

「探究Ⅰ」

（普通・理数

科） 

・テーマ設定（問いの立て方） 

・探究の手法の習得（インタビュー等、

文献調査、先行研究論文調査、データ

解析等） 

・ＩＣＴ活用に関する実習 

・統計スキルに関する実習 

・ポスター、パワーポイント作成実習 

・研究倫理、モラルの習得 

・ミニ探究（地域課題探究） 

・茨城大学との連携 

（大学教員による

講演会、大学院生チ

ューターによる探

究活動への支援） 

・理化学研究所との

連携（女性研究員に

よる講演会） 

・水戸市役所 

・自らが設定した課題

を探究するために必要

となる考え方や技能が

身に付いている。 

・地域の課題や困り事

について、その解決策の

提案や活動を通して、課

題解決に向かうことが

できる。 

 

２年 

「探究Ⅱ」

（普通科） 

「理数探究」

（理数科） 

・興味関心のある学問分野に分かれて

ゼミ方式でグループを編成 

・テーマ設定後年間を通して、探究サ

イクルに沿って実践を重ねる 

・中間報告会の実施 

・２月に成果発表会を実施 

・外部発表会等への参加（希望者） 

・茨城大学大学院生

チューターによる

探究活動への支援 

・各種研究機関や大

学教員、または企業

による支援 

・適切な問いを立て、自

身の探究活動を自立的

に進めることができる。 

・自身の探究活動に必

要なデータや資料につ

いて理解し、収集、分析

することができる。 

 

３年 

「探究Ⅲ」

（普通科） 

「理数探究」

（理数科） 

・探究Ⅱから継続して探究活動を実施 

・７月に最終成果発表会を実施 

・探究活動の成果を論文化して提出 

・外部発表会等への参加（希望者） 

・進路希望に応じて、探究活動を継続 

・茨城大学大学院生

チューターによる

探究活動への支援 

・各種研究機関や大

学教員、または企業

による支援 

・探究活動の過程で収

集したデータ等を分析

し、他者が理解しやすい

様に表現できる。 

・計画に沿って一連の

探究プロセスを完遂し、

活動の記録や振り返り

を行うことができる。 

・自分たちの目標に対

するゴールを目指して、

自身の役割を理解して

研究や探究に取り組む

ことができる。 

 


